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忘
年
例
会
を
楽
し
く
開
催

上
が
り
し
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ

た
か
の
よ
う
に
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る

度
に
、
一
喜
一
憂
す
る
声
が
あ
ち
こ
ち
か

ら
あ
が
り
ま
し
た
。
最
初
に
ビ
ン
ゴ
し
た

の
は
、
や
や
興
奮
気
味
に
〝
ヤ
ッ
タ
ー
〞

と
声
を
あ
げ
た
倉
本
英
生
さ
ん
（
岡
山
南

支
部
）
の
奥
さ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
も
番

号
を
読
み
あ
げ
ら
れ
る
度
に
ビ
ン
ゴ
す
る

人
が
次
々
と
出
て
、
景
品
を
手
の
感
触
で

探
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
景
品
を
持
ち

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

楽
し
く
過
ご
す
時
間
は
短
く
て
、Ｏ
Ｂ

会
副
会
長
の
加
賀
純
雄
さ
ん（
鴨
方
支
部
）

の
閉
会
の
挨
拶
の
あ
と
全
員
揃
っ
て
記
念

写
真
を
撮
っ
て
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

尚
、参
加
者
数
は
Ｏ
Ｂ
会
会
員
二
十
名
、

家
族
五
名
、
一
般
十
二
名
、
病
院
関
係
者

七
名
の
総
勢
四
十
四
名
で
し
た
。（
昨
年

は
四
十
五
名
の
参
加
）

　

年
の
瀬
も
押
し
詰
ま
っ
た
二
十
二
日

（
日
）、
林
病
院
の
ひ
ま
わ
り
ホ
ー
ル
で
毎

年
恒
例
の
「
Ｏ
Ｂ
会
忘
年
例
会
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

司
会
進
行
係
を
山
下
仁
志
さ
ん
（
岡
山

東
支
部
）
が
務
め
、
前
田
先
生
の
挨
拶
、

Ｏ
Ｂ
会
会
長
の
挨
拶
に
続
き
参
加
者
全
員

が
〝
今
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
〞
と
い
う

テ
ー
マ
で
体
験
談
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

体
験
談
の
あ
と
は
食
事
で
す
。
隣
の
人
と

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
美
味
し
い

食
事
を
頂
き
ま
し
た
。

　

全
員
の
食
事
が
終
わ
っ
た
ら
「
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
」
の
始
ま
り
で
す
。
今
年
か
ら
景

品
の
品
物
代
が
三
百
円
か
ら
五
百
円
に
値

忘年例会を開催

（楽しいひとときを過ごしたあとは、全員揃って…パチリ !!）

（なかなかリーチが、かからんなァー）
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昨
年
の
十
月
二
十
日
（
日
）
京
都
府
立

体
育
館
（
京
都
市
島
津
ア
リ
ー
ナ
）
で
、

第
五
十
六
回
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
北

は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
沖
縄
ま
で
の
全

断
連
加
盟
の
断
酒
会
の
会
員
、
家
族
二
、

三
三
四
名
を
始
め
、
行
政
・
医
療
・
教
育

関
係
・
一
般
参
加
も
含
め
総
計
で
二
、
七

九
四
名
が
集
結
し
ま
し
た
。

　

岡
山
県
断
酒
新
生
会
か
ら
も
マ
イ
カ
ー

や
本
部
の
バ
ス
で
六
十
名
の
会
員
、
家
族

が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は
十
月
四
日

（
日
）
に
名
古
屋
国
際
会
議
場
で
全
国
大

会
が
開
か
れ
ま
す
。

│
お
い
で
ん
愛
知
へ　

来
て
ち
ょ
│

再
度
会
場
に
集
ま
っ
て
、
宮
西
英
昭
副
理

事
長
（
玉
野
支
部
）
の
閉
会
挨
拶
、
全
断

連
の
歌
を
斉
唱
し
た
後
、
大
き
な
一
つ
の

輪
に
な
っ
て
連
鎖
握
手
を
行
い
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

尚
、
当
日
山
本
均
さ
ん
と
斉
藤
伴
行
さ

ん（
鴨
方
支
部
）が
本
部
か
ら
完
全
断
酒
一

年
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
例
会

出
席
で
断
酒
継
続
を
目
指
し
て
下
さ
い
。

　

一
月
二
日
（
木
）、
毎
年
恒
例
の
新
年

互
礼
会
が
「
サ
ン
ト
ピ
ア
岡
山
総
社
」
で

午
前
十
一
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
司

会
進
行
係
を
藤
川
泰
三
理
事（
倉
敷
支
部
）

が
務
め
、
山
本
均
・
婦
佐
江
ご
夫
妻
（
総

社
高
梁
支
部
）
に
よ
る
祈
年
黙
祷
、
矢
吹

幸
三
さ
ん
（
井
原
支
部
）
に
よ
る
断
酒
の

誓
い
、
秋
葉
恒
丸
理
事
長
（
総
社
高
梁
支

部
）
の
新
年
の
挨
拶
に
続
い
て
、
倉
敷
仁

風
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
看
護
師
、
矢
吹
浩
子
氏

に
よ
る
「
Ｓ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｓ（
Ｓ
バ
ー
ツ
）」

の
講
演
が
約
四
十
分
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
散
会
し
、
会
場
内
で
食
事
を

す
る
人
、
施
設
内
の
あ
ち
こ
ち
で
歓
談
す

る
人
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
午
後
一
時
前
に

（一部、非ＯＢ会員も含む）

（秋葉理事長も飛び入りで（左から3人目））

新
春
の
清
々
し
い
心
で

　
　
　断
酒
継
続
を
誓
う

　
　
　
　
　
│
│
新
年
互
礼
会

京
都（
全
国
大
会
）へ

　
　
行
っ
て
き
ま
し
た

〝
お
こ
し
や
す
〞の
言
葉
に
誘
わ
れ
て


